
      　 　         算数科学習指導案 
                    日 時 平成２０年 ６月 １１日（水）２校時 
                    児 童  １名 
                    授業者 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 
１．単元名 
   「長さ」 
２．単元について 
（１）学習内容 
   長さの学習は、量と測定の学習の基本となるものである。この長さの学習を通して、

量とその測定の意味についての理解の基礎となる経験を重ね、量の大きさについての

感覚を豊かにすることをねらいとする。 
この単元では、長さの単位の理解と測定の仕方を中心に学習する。単位については

m、cm を先に取り上げ、次に複名数を扱う。mm については一度の３つの単位を扱う

ことで混乱が生じることが予想されることから後で取り上げることにする。長さの測

定については、測定する前におおよその長さを予測させてから具体的操作で 1m のい

くつ分、１cm のいくつ分としては測定していく。これは測定技能の習熟だけでなく長

さの量感の育成をねらいとするものである。 
 
 
（２）児童の実態 
   Y   はこれまで、日常生活の中で直感によって長短の比較をしたり、長い方を選択

したりする経験をしてきている。「長い」「短い」という言葉を使ってものの長さを表

現することもできる。長短の比較では、直接比較や間接比較をすることもほぼできる。

そこで、長さの学習の次の段階としては、計器を導入した学習となる。計器を導入し

ての学習を進めるにあたっては、単位や単位関係を理解することを切り離すことがで
きない。                        （中略）

                             
 そこで、本単元では再度長さの単位について学習し、ものさしやその他の計器で測

定できるように指導していきたい。測定に関しては、測定経験を多くすることで長さ

に対する量感覚を養っていきたい。また、実生活でも学んだことが活用できるように

させていきたいと考える。 
 
 
（３）指導にあたっては 
   長さの測定では、量感覚を養うために測定する前に体の部分を使って長さを予測さ

せ、それから計器を用いて実測していくことを大事にしていきたい。単位についてこ

こでは、cm と m を扱うが、１m より長い長さは１m のいくつ分、１m より短い長さ

は 1cm のいくつ分、あるいは 10cm のいくつ分かを意識させていきたい。測定する際

はじめから二つの単位を一度に用いての測定ではなく、それぞれの単位を用いての測

定から始め、次に二つの単位を用いた測定へと進んでいきたい。 
本時は、測定した結果を二つの単位で表すことができることを分からせ、二つの単

位を用いて測定した長さを言い表したり書き表したりできるようにしていきたい。 
 

３．単元の目標 
  ・測定しようとする長さを予測し、測定することができる。 

・測定した長さを、二つの単位を用いて言い表したり、書き表したりすことができる。 
   
 



 
４．単元の指導計画・評価基準 
 

 
時 

    
目    標 

 

 
  学 習 活 動 

 
   主な評価基準 

 
１ 
 
 
 

 
・１ｍの長さがどのくらいかを

つかみ、ｍを単位とすること

が分かる。 
 

 
・1ｍものさしを用い、体

で１mに近いところは

どこかを調べる。 
・両腕で 1 つ分、2 つ分

の長さを測る。 
・両腕で測ったところを

ものさしで測る。 
 

 
知：1ｍは両腕を開いた長

さに近いことをとらえ

ることができる。 
表：両腕で長さを予測す

ることができる。 
表：予測後ものさしで測

ることができる。 
知：1ｍものさし 1 つ分、

2 つ分が 1ｍ、2ｍであ

ることが分かる。 
 

 
２ 
 
 
 

 
・長いところを探して長さを予

測し、1ｍものさしを使って測

定することができる。 
 

 
・教室の縦、横の長さを

予測し、測定する。 
・ランチルーム（半分）

の長さを予測し測定す

る。 
・縦・横の長さが何 m か

分かる。 

 
表：長さを予測すること

ができる。 
表：ものさしで測定でき

る。 
表：ものさしでいくつ分

か数えることができ

る。 
表：縦・横の長さを単位

をつけて言うことがで

きる。 
 

 
３ 
 
 
 

 
・１ｃｍの長さがどのくらいか

をつかみ、cm を単位とするこ

とが分かる。 
・１０cm の長さが分かる。 
 

 
・1ｃｍの長さのものさ 

しを用い、体で 1cm に

近いところはどこか調

べる。 
・１cm のものさし 10 個

分の長さを１０cm と

いうことが分かる。 

 
知：１cm は自分の手の

指の爪の幅に近いこと

をとらえることができ

る。 
表：指を使って予測でき

る。 
知：１cm と１０cm の関

係が分かる。 
 

 
４ 
 
 
 

 
・短いものの長さを予測し、も

のさしを使って測定すること

ができる。 
 

 
・指を使って小さな箱や

九九カードの縦・横の

長さを予測する。 
・短いものさしの読み方

が分かる。 
・ものさしを使って測定

し、長さを書き表す。

 

 
表：手の指を使って予測

できる。 
知：ものさしの目盛の読

み方が分かる。 
表：予測した長さをもの

さしを用いて測ること

ができる。 
表：測った長さを書くこ

とができる。 



 
５ 

 
・１ｍに満たないところを探し

て予測し、ものさしを選んで

測定することができる。 
 
 
 
 

 
・１m に満たない長さの

ものを探して予測す

る。 
・測定するのにふさわし

いものさしを探す。 
・選んだものさしで測定

する。 
・測定した長さを書き表

す。 

 
表：１m に満たない長さ

のものをさがすことが

できる。 
表：１０、２０、３０、

 ５０cm、１m のものさ

しの中から使うものさ

しを選ぶことができ

る。 
表：長さを書くことがで

きる。 
 

 
６ 

 
・１m は１００cm であることが

分かる。 

 
・１m に近いものの長さ

を測定する。 
・１m は１００cm であ

ること知る。 

 
表：１m に近いものの長

さを測定することがで

きる。 
知：1m は cm の単位でも

 表せることが分かる。

知：1m＝100cm が分か

る。 
 
７ 
 
 
 
本 
時 

 
・1ｍより長いものの長さを２つ

の単位を使って表すことを理

解する。 

 
・1ｍより長いものの表し

方を考える。 
・1ｍより長い長さを、ｍ

とｃｍを使って表せる

ことを知る。 
・長さを測定し、ｍと 
ｃｍで表す。 

 

 
考：長さの表し方を考え

ることができる。 
知ものの長さをｍとｃｍ

を使って表すことが分

かる。 
表：測定した長さを書く

ことができる。 

 
８ 
 

 
・巻尺や小型のメジャーを知り、

前にものさしで測定した所を

巻尺や小型メジャーで測定す

る。 

 
・巻尺や小型メジャーを

知る。 
・前の測定したところを

もう一度測定し、ｍと

ｃｍで表す。 

 
表：前に測定した所の長

さをｍとｃｍで表すこ

とができる。 
 

 
５．本時の指導（７／８） 
（１）目  標  
   ・長さを予測して、実測することができる。 
   ・長さをｍとｃｍで書き表すことができる。 
（２）本時の指導構想  
   本時は、単位の違う長さを表す時、どう表せばよいかを考え、二つの単位を用いて長さを表すこ

とができることを理解していく学習である。そこで、次のような手立てをもとに学習を進めていく。 
 
      

 
＜仮説に関わる具体的な手立て＞               ＜めざす子ども像＞ 
①1ｍより長いものの長さをどのように表したら       ①課題意識をもって学習しよう 

よいかという課題意識をもたせる。             とする。 
                    

②既習事項を基にして表し方を考えさせる。         ②既習事項を基にして考えよう

とする。 
          



    
（３）展開 

 
段

階 

 
   学習内容と活動 

 
指導上の留意点 

 
 備   考 

 
つ

か

む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1５ 
分 

 
１問題を把握する。 
 
    長さを測ろう。  
 
 
（１）長さの違う２本のテープの長さを予

測する。 
（２）ものさしを用いて実測する。 
   
 
（３）長さを単位を用いて書く。 
 
 
２．課題を把握する。 
 
  ２本のテープを合わせた長さは 
 どのくらいでしょう。 
・ 
 

 
 
・既習したやり方で長さを

予測させる。 
・長いテープは何ｍか予測

させる。 
・短いテープは何ｃｍか予

測させる。 
・ものさしを用いて実測さ

せる。 
・長いテープ、短いテープ

それぞれの長さを書か

せる。 
 
 
☆今までの学習と違うこ

とを意識させて課題を

把握させる。 

 
 
 
 
・１ｍと４０ｃｍの

長さのテープを用

意する。 
○２本のテープの長

さを測ろうとして

いる。（関） 
 
 
 
 
 
・2 本のテープを１本

にする。 
 

 
み

と

お

す 
５ 
分 

 
３．課題解決の見通しをもつ 
どのように表せばいいのか考える。 

 
・２本のテープをつなげた

長さの表し方を考えさ

せる。 
☆先に測定した長さに注

目させて考えさせる。 
 
☆予想がつかない時は表

し方を教える。 
 

 
○2 本のテープを 1
本にした時の表し

方を考えている。

 （考） 
 

 
と

い

て

み

る 
10 
分 

 
４．見通しをもとに解決する。 
 
（１）二つの単位で表せることを知る。 
 
（２）二つの単位で長さを表す。 
 
 
 

 
・2 本のテープを 1 本にし

た時、長さは１ｍ４０ｃ

ｍと表すことを分から

せる。 
・長さをｍやｃｍの単位に

気をつけて書かせる。 

 
 
 
 
 
 
○m、cm を使って表

すことが分かる。

 （知） 
た

し

か

め

る 
1０ 
分 

 
５．別のテープの長さを測る。 
（１）テープの長さを予測する。 
 
（２）ものさしで測定する。 
 
（３）測定結果を m、cm で表す。 

 
・別のテープの長さを予測

させる。 
・ものさしで測定させる。 
 
・長さを m.、cm を使って

書かせる。 

 
・前のテープより長

いテープを使う。

・予測は m までとす

る。 
○測定した長さを

m、cm で表せる。

 （表） 



 
 
 
 
ま

と 
め

る 
５ 
分 

 
６．本時のまとめをする。 
 
  １m のテープと４０cm のテープを 
 合わると 1ｍ４０cm 
 
 
７．本時の学習を振り返る。 
 
８．次時の学習を知る。 
 

 
 
・黒板でまとめをする。 
 
 
 
 
・次は、巻尺などを使って

測定することを知る。 

 
 
 
 
 
 
 
○巻尺を使うことに

興味をもたせる。

（興・関） 

 
 
（４）板書計画 

 
問題    長さをはかろう。 

  １ｍのテープ                  ４０ｃｍのテープ 
 
 
 
 
                          
 
   

課題 2 本合わせたテープの長さはどのくらいだろう。 
    
 

            １ｍのテープと４０ｃｍのテープ 
  
 
 
 
 
 

まとめ 2 本のテープを合わせると  １m４０cm 
   
       

 


